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利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

63
3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

平成 ２８年 ９月 １７日

取 り 組 み の 成 果
↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの

評価結果市町村受理日平成 ２８年 ８月 ３１日 平成 ２８年 １１月 ７日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

大阪市中央区中寺１丁目１－５４ 大阪社会福祉指導センター内

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目） ※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項 目
取 り 組 み の 成 果

↓該当するものに○印
項 目

訪問調査日

1 自己評価及び外部評価結果

2794000345

法人名 社会福祉法人ウエル清光会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 地域の中でその人らしい生活ができるよう、地域のイベントや集会には積極的に参加し、地
域連携をしています。勉強会や研修をとおして職員のスキルアップに努めています。

グループホーム輝豊苑事業所名

自己評価作成日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
広い敷地内にある1階がデイサービス、2階が2ユニットのホームは、４年目を迎えました。道路に面した花壇には、
花が咲き、2階には中庭があり、自然の採光と共に野菜や木々を眺め、季節を感じることができます。法人理事長
が作成した「ウィル・フィロソフィ」は、人としての生き方、働き方、考え方などの具体的な行動を示しており、朝礼で
職員が理念と共に唱和しています。職員や職員の家族も大事にすることが、利用者や家族を大切にできることと
の考えを持ち、利用者や職員、家族の信頼関係に繋がっています。職員全体のケアの質を高めるために、教育に
も力を注いでおり、様々な取り組みを始めています。ショートメモを活用して、小さなことに気付く力、必要なことを
きちんと言語化して伝える力、創造性を養う力など、朝礼での3分間スピーチや法人内の研究発表会、職員自ら
テーマを決め講師を務める学習会など実施する中で、質の向上に繋がっています。風通しの良い職場環境の中
で、ケアの柱であるパーソン・センタードケアの「利用者が主人公であること」を常に意識し、自己選択に向けた支
援を心がけています。

基本情報リンク先

大阪府豊中市上野東2-4-47所在地

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会

所在地

評価機関名

http://www.kaigokensaku.jp/27/index.php?action_kouhyou_detail_2015_022_kani=true&JigyosyoCd=2794000345-00&PrefCd=27&VersionCd=022

1 社会福祉法人大阪府社会福祉協議会
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社会福祉法人大阪府社会福祉協議会2

自己評価および外部評価結果

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、

その理念を共有して実践につなげてい

る

理念は毎日の朝礼時に全員で唱和

し、共有している。

法人の理念として「全従業員の物心両

面の幸福の追求と、福祉を通じて三方

笑顔を創造し、社会の成長発展に貢

献します」を掲げています。毎朝の朝

礼では、理念と合わせて、法人で作成

した、「ウィル・フィロソフィ」の一説を読

み上げています。「ウィル・フィロソフィ」

は、理念を具現化するための指針とな

っており、「常に創造的な仕事をする」

「それぞれの役割で主人公になる」な

ど多角的な視点から、福祉の理念とし

て、また、人として、大切なことが記さ

れています。また、今後は、グループ

ホーム独自の理念や目標を作成する

ため、職員間で話し合っています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

2 2

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続

けられるよう、事業所自体が地域の一

員として日常的に交流している

地域の会合などにも積極的に参加し、

交流を図っている。

利用者様と地域の祭りやイベントに参

加する機会を作っている。

敬老会の方は、運営推進会議や避難

訓練に参加して頂いている。

町内会に加入し、会報等で地域や小

学校の行事の情報を得て、夏祭り、地

域の敬老のつどい等に参加し、地域と

の交流を図っています。

犬の散歩等で通る人達が、ホーム外

の歩道で花を見ている利用者に声を

かけてくれます。また、買い物等でホー

ムの制服を着た職員に話かけてくれる

等、日常的に地域の人達との交流が

できています。地域老人会のホーム見

学や、避難訓練に老人会の参加があ

ること、ホームの主食である米は地域

の農家で購入するなど、地域とのつな

がりができています。

3

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げてい

る認知症の人の理解や支援の方法を地

域の人々に向けて活かしている

職員は定期的に認知症についての勉

強会を開催しており、地域の方からの

相談の窓口でありたいと思っている。

事業所連絡会や校区の高齢部会等の

集まりに積極的に参加させて頂き、民

生委員の方と意見交換等をしている。
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社会福祉法人大阪府社会福祉協議会4

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

4 3

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている

隔月に開催している運営推進会議で

は活動報告を行い、今後の予定につ

いては参加者の意見を取り入れ、改善

につなげている。

運営推進会議の規程を定め、規程に

沿って会議を開催しています。

出席者は、地域包括支援センター職

員、市社会福祉協議会職員、介護相

談員、民生委員、老人いこいの家代

表、利用者家族等です。会議開催日を

家族が出席しやすい日に設定し、事前

に家族全員に知らせています。会議で

は事業の活動報告、行事内容、家族

会の報告等を行い、出席者からはアド

バイスや情報の提供を受けています。

情報から、職員は徘徊ＳＯＳ模擬訓練

に参加し貴重な経験をしています。会

議内容は家族会（２か月に 1 回開催）

で報告すると共に、議事録は家族全員

に送っています。ユニット出入り口にも

会議録を設置し、いつでも見ることが

できます。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

5 4

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係

を築くように取り組んでいる

運営推進会議の際には各関係者へ活

動報告を行い、今後の計画について

の意見交換を行っている。

市が開催する事業所連絡会や学習会

への参加、介護相談員の受け入れを

行っています。また、日頃から密に相

談や報告を行い、協力関係を築いてい

ます。市と協力して、地域へ向けて何

ができるかを考えながら、事業を展開

しています。現在も法人の空いた畑の

活用法について市に相談し、地域へ還

元することも考えています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

6 5

○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「指定地域

密着型サービス指定基準及び指定地域

密着型介護予防サービス指定基準にお

ける禁止の対象となる具体的な行為」を

正しく理解しており、玄関の施錠を含め

て身体拘束をしないケアに取り組んでい

る

施設内だけでなく、法人内の研修でも

身体拘束について全職員が学んでお

り、実践している。

職員は身体拘束廃止や虐待防止、人

権に関する研修を実施し、利用者の尊

厳を守るケアを認識しています。

声かけをせずに行うケアや、立ったま

までの挨拶も「不適切ケア」とし、日頃

のケアについて職員間で確認していま

す。ユニットリーダーは、職員のストレ

スに気を配り、声かけや会話を通し、

側面からも拘束や虐待をしない支援を

行っています。

ホームは建物の２階にあり、ユニット玄

関や、階段、エレベーターは夜間以外

自由に行き来、利用できます。階の総

合玄関は安全のため施錠しています

が、利用者が外出したい様子が解った

時点で、職員はさりげなく後から同行

し、外での散歩や館内の自動販売機

での飲み物購入等で利用者が気分転

換でき納得するまで対応をしていま

す。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

7

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の

自宅や事業所内での虐待が見過ごされ

ることがないよう注意を払い、防止に努

めている

同じく、虐待について学び、実践してい

る。

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援してい

る

法人内の勉強会では成年後見制度に

ついて学ぶ機会がある。

9

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約また改定等の際は、

利用者や家族等の不安や疑問点を尋

ね、十分な説明を行い理解・納得を図っ

ている

契約、解約時には十分に時間を取り説

明を行い、質問にも答えている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の

反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている

運営推進会議の他に家族会を開催

し、施設の報告や懇親の場として活用

している。

家族会は２か月に１回開催していま

す。できるだけ多くの家族が参加でき

るよう、運営推進会議と家族会の日程

を、日曜日と平日に分けて設定し、ど

ちらかに参加できるよう工夫していま

す。家族会には多くの家族が参加し、

バーベキューや喫茶など食事を一緒

にすることで、家族同士の関係、職員

と利用者との関係が構築されてきまし

た。職員は、常に利用者、家族の意見

を大切にしてケアを行っています。ま

た、家族の来訪時には、お茶を出し、

積極的に交流を図る中で、意見や要

望が出しやすい関係となりました。家

族からの要望で、後見人についての学

習会も行いました。

家族会があり、直接要望や意見を聞くこ

とが多いことや、設置場所の確保が難し

いとのことから、意見箱を設置していま

せん。しかし、直接職員に要望を出せな

い家族もいるとの認識を持ち、いつでも

自由に意見や要望を出せる環境がある

ことは重要です。声を聴く姿勢があること

を形として示すためにも、意見箱の設置

を検討してはいかがでしょうか。



大阪府 グループホーム輝豊苑(2 ユニット共通） 2016 年 11 月 2 日

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会9

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

11 7

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている

毎月のカンファレンスでは意見交換を

行い、また、職員面談の際に個別の意

見を聞いている。

管理者・リーダーは、職員の思いや意

向を把握するために、２～３か月に１

回、個人面談を行っています。また、日

頃より、気になることがあれば積極的

に声をかけ、話しやすい関係づくりに

努めています。各職員の誕生日には、

理事長と直接テレビ電話で面談する機

会も設けており、風通しの良い職場環

境を整えています。毎月の学習会は、

職員一人ひとりが役割をもち、企画運

営を行っています。これらの取り組み

は、ケアの質の向上、モチベーションア

ップにつながっています。

12

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている

毎週、代表者は会議にて管理者やリ

ーダーの意見を聞く機会を持ってお

り、職員の誕生日会では個々の意見を

聞くなどし、ケアの質の維持、向上に

努めている。

13

○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりの

ケアの実際と力量を把握し、法人内外

の研修を受ける機会の確保や、働きな

がらトレーニングしていくことを進めてい

る

代表者は職員の意見を取り入れなが

ら必要に応じて研修や他施設の見学

を行っている。



大阪府 グループホーム輝豊苑(2 ユニット共通） 2016 年 11 月 2 日

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会10

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

14

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、

サービスの質を向上させていく取り組み

をしている

他施設の見学や、他施設との合同勉

強会を通じて交流する機会がある。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っ

ていること、不安なこと、要望等に耳を

傾けながら、本人の安心を確保するため

の関係づくりに努めている

入所の際には本人の要望を伺う時間

を設け、ケアプランに反映させている。

本人の意思をくみ取れない場合には

家族から生活歴等を伺っている。

16

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が

困っていること、不安なこと、要望等に

耳を傾けながら、関係づくりに努めてい

る

入所の際には家族の要望を伺う時間

を設け、ケアプランに反映させている。

17

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族

等が「その時」まず必要としている支援

を見極め、他のサービス利用も含めた

対応に努めている

入所前の面談の際に家族、本人から

十分にアセスメントを取り、適切に対応

している。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

18

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場

におかず、暮らしを共にする者同士の関

係を築いている

職員にはパーソンセンタードケアにつ

いての研修の時間を設け、利用者との

関係づくりに努めている。

19

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場

におかず、本人と家族の絆を大切にし

ながら、共に本人を支えていく関係を築

いている

職員は家族との交流も十分に持ち、家

族との信頼関係の形成にも努めてい

る。

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支

援

本人がこれまで大切にしてきた馴染み

の人や場所との関係が途切れないよ

う、支援に努めている

家族の協力の下、なじみの美容院や

友人との交流などこれまでの生活が続

けられるように支援している。

近隣の友人が、ホームに訪ねてくるこ

とがあります。なじみの関係が途切れ

ないよう手紙を書いたり電話をかける

などの支援をしています。海外にいる

家族のために、利用者の好きなファー

ストフード店で食事をし、写真付きのメ

ールで様子を配信するなど、家族と利

用者の良好な関係の継続に向けて支

援しています。なじみの美容院や医療

機関へは、家族の協力を得ながら出

かけています。家族の訪問が多く、利

用者と他の家族との会話や地域のサ

ロンへの参加を通して、新たな関係が

構築されています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

21

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひと

りが孤立せずに利用者同士が関わり合

い、支え合えるような支援に努めている

職員はグループホームの理念につい

て学び、認知症の方が安心して生活で

きる環境づくりに努めている。

22

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これ

までの関係性を大切にしながら、必要に

応じて本人・家族の経過をフォローし、

相談や支援に努めている

退去の際にはフォローを行い、必要に

応じた支援を行っている。

Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意

向の把握に努めている。困難な場合

は、本人本位に検討している

本人、または家族の意向が反映できる

ように３ヶ月に一度のケアプラン更新

の際には意向を聞き取っている。日々

の生活の中で知り得た情報の共有に

も努めている。

入居時に、どのような暮らしを望むの

か、終末期の意向と合わせて、記録に

残しています。職員は日々の会話の中

で、どのようなことをしたいか聞き取

り、言葉での表出が困難な場合は、表

情やしぐさから思いを推し量るよう努め

ています。また、日々の生活の中での

気づきを各自がメモで残し、まとめるこ

とで情報を共有し支援に繋いでいま

す。

24

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし

方、生活環境、これまでのサービス利用

の経過等の把握に努めている

入居の際には生活歴を伺う時間を持

ち、入居後も本人、家族とのコミュニケ

ーションを通して理解を深めながら

日々の生活に活かせるように努めてい

る。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

25

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状

態、有する力等の現状の把握に努めて

いる

モニタリングや申し送りを通して現状の

把握と情報の共有を行っている。

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリン

グ

本人がより良く暮らすための課題とケア

のあり方について、本人、家族、必要な

関係者と話し合い、それぞれの意見や

アイデアを反映し、現状に即した介護計

画を作成している

毎月のモニタリングとケアプラン更新ご

とのカンファレンスを通して本人や家族

の意向や目標の共有を行い、話し合い

を通してケアの改善に努めている。

介護計画の見直しは、３か月に１回行

われています。日頃より家族と密に関

係を築く中で得られた情報は、記録に

整理しています。介護計画や利用者の

留意事項などは皆で共有できるよう工

夫しています。利用者や家族との関わ

りの中で、生活歴やできること、好きな

ことを知り、情報を得て計画に反映して

います。介護計画は、日々実践し、記

録に残しています。日々の記録を活用

して、毎月モニタリングを実施していま

す。

27

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づ

きや工夫を個別記録に記入し、職員間

で情報を共有しながら実践や介護計画

の見直しに活かしている

日々の情報は個別に記録し、共有して

いる。必要に応じてカンファレンスにて

話し合っている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

28

○一人ひとりを支えるための事業所の

多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれ

るニーズに対応して、既存のサービスに

捉われない、柔軟な支援やサービスの

多機能化に取り組んでいる

家族からの要望にできる限り対応でき

るようにネットワークを広げるように努

めている。

29

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資

源を把握し、本人は心身の力を発揮し

ながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと

ができるよう支援している

希望に応じて買い物へ行ったり、地域

のイベントへも参加して頂き、利用者

にとってなじみの生活になるよう、支援

せいている

30 11

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切

にし、納得が得られたかかりつけ医と事

業所の関係を築きながら、適切な医療

を受けられるように支援している

主治医の選択、主治医以外の病院の

受診などは本人と家族の意向に従う。

必要に応じて医療機関への情報の提

供や手配を行っている。

眼科、皮膚科等の受診の際は入居前

からのかかりつけ医を受診している利

用者がいます。外部医療機関への受

診は、家族対応になっていますが、必

要時には職員が支援しています。

週１回のホームの主治医、歯科医、訪

問看護師の訪問があります。マッサー

ジを希望し受けている利用者もいて、

納得して医療を受けることができてい

ます。受診結果は家族・利用者に報告

し、適切に対応しています。ホーム主

治医、訪問看護ステーションとは夜

間、緊急時を含めた２４時間の連携体

制を整えています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

31

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた

情報や気づきを、職場内の看護職や訪

問看護師等に伝えて相談し、個々の利

用者が適切な受診や看護を受けられる

ように支援している

毎週の訪問看護の看護師から指示を

仰ぎ、必要に応じて主治医と連携して

いる。

32

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療で

きるように、又、できるだけ早期に退院

できるように、病院関係者との情報交換

や相談に努めている。あるいは、そうし

た場合に備えて病院関係者との関係づ

くりを行っている

家族の意向を聴きながら入院先の病

院と連携を取っている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共

有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につ

いて、早い段階から本人・家族等と話し

合い行い、事業所でできることを十分に

説明しながら方針を共有し、地域の関

係者と共にチームで支援に取り組んで

いる

緊急時についての確認書を取り、職員

間でも共有している。

重度化した場合は主治医も交えて再

度話し合いを持ち、本人の意向に沿っ

たケアができるように支援している

利用者、家族の希望に応じて重度化

や終末期に向けて支援をしています。

終末期の対応指針を作成し、入居時

に「どの程度の医療を望むのか」、確

認書で同意を得ています。また、状態

に応じてその都度話し合いを行ってい

ます。開設以来、数名の看取りにかか

わりました。職員は、家族や利用者の

協力を得て、終末期に向けての利用

者の身体面の変化や精神面の思いを

知ることで、看取りについて考える機

会を得ています。最後まで、寝たきりに

ならないよう、座位にこだわり、食事や

排泄もできるだけ自立してできるよう支

援しています。その人の望みを叶えた

いと、家族の協力を得て、ラーメンを食

べに行ったり、入浴を楽しんだり、でき

るだけ日常の生活を最後まで楽しめる

よう工夫しています。

34

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、

全ての職員は応急手当や初期対応の

訓練を定期的に行い、実践力を身に付

けている

勉強会にて各症状における急変の状

況と対応を学び、緊急時のマニュアル

を作成している。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

35 13

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜

を問わず利用者が避難できる方法を全

職員が身につけるとともに、地域との協

力体制を築いている

定期的な消防訓練を行っている。消防

訓練には地域の方への参加も促し、緊

急時には地域の協力も仰げるように関

係づくりを行っている。

今年は、夜勤者にグループワークにて

2 人しかスタッフが居ない状態での避

難方法をシュミレーションして頂く等、

夜間についての災害対策も行ってい

る。

年に２回、避難訓練を実施していま

す。そのうち、１回は消防署の指導を

受け、地域の協力も得ています。今年

は地震を想定した訓練を行いました。

ホームは、電磁調理器を使用してお

り、スプリンクラー、火災警報器、消火

器などの設備も整っています。非常扉

は、警報とともに開錠するようになって

います。居室が２階のため、夜間の災

害時の対応を考えて、利用者と一緒に

階段を下り、利用者の歩行の状態を把

握したうえで、誘導の順番を考えてい

ます。

災害時に必要な飲料水などは、本部で

保管していますが、ホーム内にも、必要

な量の飲料水や食料などの備蓄が求め

られます。また、防寒具、懐中電灯、救

急箱なども一か所にまとめて準備されて

はいかがでしょうか。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅳ.その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確

保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ

イバシーを損ねない言葉かけや対応を

している

職員はパーソンセンタードケアについ

ての研修を通じて実践に努めている。

人権や身体拘束廃止についての研修

を行い、利用者主体を実践できるよう、

日常生活の中でできるだけ自己選択

できるような言葉かけの工夫や場面を

提供しています。朝礼では、職員同士

が大きな声で挨拶を交わし、「ウィル・

フィロソフィ」の内容を読み上げ、人とし

てどうあるべきかなど、人格の尊重に

ついて考える機会となっています。言

葉遣いや利用者への対応等、気にな

ることを注意し合う環境が整い、利用

者の人格を尊重したケアへと繋がって

います。

37

○利用者の希望の表出や自己決定の

支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表

したり、自己決定できるように働きかけ

ている

認知症の方との関わりについて学び、

自己決定できるような関わりや環境整

備を心掛けている。

38

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するので

はなく、一人ひとりのペースを大切にし、

その日をどのように過ごしたいか、希望

にそって支援している

一人ひとりの好きなこと、楽しめること

を見つけ、スケジュールを組まずに自

然に楽しめるような環境づくりを心掛け

ている。
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外
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自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

39

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれがで

きるように支援している

これまで通りの生活を続けていただけ

るように、家族へもご本人の好まれる

衣類を持ってきていただいている。

40 15

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひ

とりの好みや力を活かしながら、利用者

と職員が一緒に準備や食事、片付けを

している

キッチンに立てる方、座って配膳できる

方など一人一人ができることを考え、

参加していただけるように声掛けをし

ている。

好きなものを食べられるように買い物

へ行ったり、家族が持参したものも提

供している。

食材は業者に依頼していますが、調理

は３食とも利用者と一緒にホームで作

っています。車いすの利用者にも味付

けなどにかかわってもらい、一人ひとり

のできる範囲で、食材の整理、食事の

盛り付け、テーブル拭き、食器洗いな

どを担当しています。誕生日には、利

用者の嗜好を取り入れた献立とした

り、誕生日プレゼントとして外食するこ

ともあります。お寿司やたこ焼き、大好

物のフライドチキンなど、できるだけ利

用者の希望を聞き、食の楽しみを提供

しています。嚥下が難しくなった場合で

も、おいしく食べられるようにペースト

食などの工夫もしています。

41

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一

日を通じて確保できるよう、一人ひとり

の状態や力、習慣に応じた支援をして

いる

日々の食事や水分の摂取量を把握

し、必要に応じて形態を工夫している。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

42

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、

毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人

の力に応じた口腔ケアをしている

歯科医、歯科衛生士の助言をもらいな

がら一人一人のペースに合わせた口

腔ケアを行っている。

43 16

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、

一人ひとりの力や排泄パターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援を行っている

排泄チェック表を活用して一人ひとりの

排泄パターンを把握し、ケアを行って

いる。

過剰なおむつの使用をしないよう、カン

ファレンスで話し合い、適切なケアにつ

なげている。

トイレは各フロアに３か所あり、1つは、

リクライニングの車椅子でも利用でき

るような広さを確保しています。また、

左右どちらに麻痺があっても自立して

トイレで排泄できるように手すりなどの

環境を整備しています。排泄チェック表

を活用し、日ごろの行動パターンや本

人の習慣を把握し、さりげなくトイレ誘

導を行っています。利用者が快適に過

ごせるよう、できるだけ布製下着を使

用しています。また、おむつを使用する

場合も、小さなパットを使用し、重ねて

使用しないようにしています。夜間は、

安眠との関係からおむつを使用する場

合もありますが、必ず利用者や家族の

希望を優先しています。

44

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲

食物の工夫や運動への働きかけ等、

個々に応じた予防に取り組んでいる

水分の摂取やマッサージ、運動等で排

泄を促し、家族の協力を得ながらヨー

グルトなど本人に会った便秘対策を行

っている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

45 17

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、

個々にそった支援をしている

体調や希望に合わせた入浴支援がで

きるように努めている。

週２回の入浴が基本ですが、本人の

体調や希望に応じ柔軟に対応していま

す。水虫等で入浴できない日には、清

拭や足浴を行っています。

浴室は明るく、ウッド風の壁面で小窓

から外の緑が見え、居心地良い空間

になっています。

入浴を好まない利用者への声かけの

工夫として、一語一句を記録に残し、

成功した声かけを行う事で、３週間入

浴しなかった利用者が定期的に入浴

するようになった事例があります。

楽しく入浴できるよう、湯船の側で職員

が歌をうたい、話をすることや、入浴剤

を使う等工夫しています。好みのシャ

ンプーを使う利用者もいて入浴を楽し

みにしています。

46

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持

ちよく眠れるよう支援している

生活ペースに合わせたリズムが維持

できるように支援している。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

47

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や

副作用、用法や用量について理解して

おり、服薬の支援と症状の変化の確認

に努めている

医療との連携を図り、薬剤師の指導を

受けながら安全に内服できるように支

援している。

48

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせる

ように、一人ひとりの生活歴や力を活か

した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転

換等の支援をしている

趣味や特技を楽しめるような環境づく

りに努め、毎日の生活にやりがいを感

じていただけるように家事などを一緒

に行っている。

49 18

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。又、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している

散歩や買い物などの希望にはできる

だけ添えるように、時間を設けている。

家族の協力を得ながら外出、外食の

機会を作っている。

日常的に、道路に面した花壇への水

やり、近隣のスーパーや公園への散

歩、喫茶店や寿司屋、たこ焼き屋への

外食など、できるだけ外に出る機会を

作っています。地域の祭り、花見、初

詣などの行事の取り組みも、家族の協

力を得ながら、個別対応を心がけてい

ます。職員は、少しの時間でも外出の

機会を増やしたいと思っています。１階

のデイサービス前の駐車場は広く、玄

関先で花壇を眺めながら外気浴も楽し

むことができます。



大阪府 グループホーム輝豊苑(2 ユニット共通） 2016 年 11 月 2 日

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会23

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

50

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるよう

に支援している

可能な方はお金を所持し、買い物など

の際に使用している。

51

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本院自らが電話をし

たり、手紙のやり取りができるように支

援している

家族や本人の希望に合わせて支援し

ている。



大阪府 グループホーム輝豊苑(2 ユニット共通） 2016 年 11 月 2 日

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会24

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

52 19

○居心地のよい共有空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、

食堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとっ

て不快や混乱をまねくような刺激（音、

光、色、広さ、温度など）がないように配

慮し、生活感を採り入れて、居心地よく

過ごせるような工夫をしている

常に明るく、落ち着いた空間であるよう

に心がけている。

うぐいす、ひばりの２ユニットのホーム

は、中庭からの採光で明るく、ゆったり

とした空間となっています。中庭にはピ

ーマン、ゴーヤ、キュウリなどの野菜を

植えており、９月頃が収穫の時期とな

っています。また、紅葉の木もあり、四

季を感じることができます。広く明るい

食堂兼リビングには、台所で調理をす

る音や匂いが広がり、利用者の五感を

刺激しています。また、ソファーでくつ

ろげるスペースもあります。各フロアに

は、トイレが３か所あります。エレベー

ターから２階に降りた各ユニットの玄関

は、現在は掲示板を設えていますが、

今後家庭的な玄関の雰囲気を醸し出

せるよう、工夫していく予定です。

53

○共用空間における一人ひとりの居場

所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の

合った利用者同士で思い思いに過ごせ

るような居場所の工夫をしている

リビングルームを談笑の場として活用

している。落ち着かれないときには職

員とお話しできるようにカウンターを使

用している。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や

家族と相談しながら、使い慣れたものや

好みのものを活かして、本人が居心地

よく過ごせるような工夫をしている

入居の際に好みの家具を配置してい

ただくように説明し、日々の掃除の際

に危険がないように配置に工夫してい

る。

居室の表札は、写真や作品を貼り、利

用者自身の部屋と分かるような工夫を

しています。居室には洗面台、エアコ

ン、電動式ベッドが備え付けてあり、カ

ーテンは好きな色を選ぶことができま

す。居室の窓から外の景色を眺めるこ

とができ、ゆったり明るい部屋となって

います。室内には、使い慣れたタンス、

机、椅子、仏壇、テレビなど、危険物と

冷蔵庫以外は自由に持ち込むことが

できます。カレンダー、ぬいぐるみ、家

族の写真、花などを飾り、個性ある部

屋づくりに努めています。また、床は木

製ですが、安全性に問題ない範囲で

希望に応じて、畳や絨毯を敷くことも可

能です。

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環

境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」

「わかること」を活かして、安全かつでき

るだけ自立した生活が送れるように工

夫している

身の回りのことが安全に続けられるよ

うに見守りを行いながら家事や趣味を

継続してつづけられる環境づくりに努

めている。


